
地域課題（共助交通）に係る先進地視察について 

１．スマイル大山号（大山町） 

大山町が運営している「スマイル大山号」は、予約制のデマンド型の乗合交通で、町内のタク

シー事業者に運行を委託している。

町内すべての集落に設置された乗降場所から町が定めた目的地までの往復、また目的地の相互

間で運行しており、目的地は医療機関、スーパー、金融機関、役場、駅等を設定している。

町内を４つのゾーンに分けて運用しており、ゾーン内の移動であれば基本は片道 500円で利用
が可能で、区間をまたぐ場合は別途追加料金が加算される仕組みを取っている。

また、運送事業者との連携により、「スマイル大山号」の比較的利用が少ない時間帯等を活用

して運転手が運送事業者の荷物を配送する貨客混載事業を平行して実施することで、事業の収

入向上に繋がっている。

出典：大山町ホームページ

２．共助交通「助け合い交通ことうら」（琴浦町安田地区・成美地区の一部） 

住民組織（安田地区振興協議会）が主体となった共助交通で、令和 2年 11月から 2か月間の
共助交通の実証実験を行い、令和 3年 9月より本格運行に移行した。
軽自動車 1台を用いて、住民ドライバー8人の手によって運用されている。
予約制（電話予約）をとっており、自宅から対象の区域や赤崎駅周辺の目的地までドアツード

アで運行している。

出典：琴浦町ホームページ
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